   第 １２ 回　 神 奈 川 県テコンド－ 選 手 権 大 会 
 日時　 ２００１年　７月　１５日（日曜日）    
 場所   逗子アリ－ナ（メインアリ－ナ）                           神奈川県逗子市池子1－１１－１ 　TEL０４６８-７０-１２９６
　　　　　　京浜急行線「神武寺」駅下車徒歩１０分、同「新逗子」駅下車徒歩１５分
　　　　　  JR横須賀線「逗子」駅下車徒歩１５分   
 主催   神奈川県テコンド－連盟(KANAGAWAKEN TAEKWONDO FEDERATION)  
 主管   日本テコンド－協会(JAPAN TAEKWONDO ASSOCIATION)                
 後援　 神奈川県（一部最優秀選手賞・神奈川県知事賞表彰）  、
  　  逗子市教育委員会、神奈川県教育委員会
 制作    ITA
                          大会プログラム                                


　                                                                                  


 9:00  開　場   打合わせ、設営


 9:30　選手受付、計量、ル－ル説明                                         


 10:15 開会式   開会宣言、会長挨拶、選手宣誓・尾崎圭司                        


 10:30 試合開始　　


Ａコ－ト 


     Ⅰ部無差別級1回戦(A1-3) →女性無差別級1～２回戦(A4-12) →Ⅱ部重量級1回戦(A13-16)


 　→  Ⅱ部中量級   １～２回戦(A17-26)　→ Ⅰ部無差別級   　２回戦(A27-30)


   →　女性無差別級   準決勝戦(A31-32)  → Ⅱ部重量級   　準決勝戦(A33-34)


   →　Ⅱ部中量級     準決勝戦(A35-36)  → Ⅰ部無差別級 　準決勝戦(A37-38)


 　→　女性無差別級 3決戦、決勝戦(A39-40)  → Ⅱ部重量級　3決戦、決勝戦(A41-42) 


 　→　Ⅱ部中量級 　3決戦、決勝戦(A43-44) → Ⅰ部無差別級 3決戦、決勝戦(A45-46)


  


Ｂコ－ト　 Ⅱ部軽量級 １回戦～決勝戦(Ｂ１～３６)  


　　　　　　　                                                                        


16:00  閉会式   　各級成績発表、表彰、試合講評、閉会宣言、記念撮影 　               


               


注意１　昼休みの時間は未定。試合進行の状況による。よって選手は各自が自由に昼食をとって


　    いただきたい。但し、試合の呼び出しを行ってもその場にいない場合、棄権とみなす。


  　２  Ｂコ－トの試合が終了次第、Ａコ－トにおいて実施予定の試合をＢコ－トにて行う予定


 　 ３　骨折などの重傷者は救急病院に運びますので保険証の現物を必ず持参して下さい。  


    ４  試合の結果生じた傷害に関する保険手続きについて                    


                                                                                      


神奈川県テコンド－連盟は、さくら保険サ－ビス株式会社（三井海上火災保険代理店）との間  


 に「普通傷害保険」を締結しています。選手各位が試合の結果、傷害が生じ、通院や入院が必 


 要な場合、下記の保険会社に直接電話連絡し、保険金請求手続きを行って下さい。           


                                                                                      


　死亡１千万円    後遺障害（失明など）１千万円    入院１日６千円    通院１日４千円  


                                                                                      


さくら保険サ－ビス株式会社   担当   長澤良恵　


　　　〒１８３－８５３６　　東京都府中市宮西町２－５－１　　　　　　　電話　０４２－３６８－０７４４　 


　　日本テコンド－協会ホ－ムペ－ジ
　ｈｔｔｐ：／／ｊｉｔａ．ｊｐ／ｊｔａ
　フルコンタクト・テコンド－　 組手Ⅰ部　無差別級　対戦表   


    1  尾崎圭司(神大平塚)                                                                


                                              

    ２ 本荘伸彦(川崎)                 A27
                                               

                               
  A1


                                      

    ３ 渡辺実(横浜白楽)

         A37
                                       



                              

    ４ 田川勝久(厚木)


                              

      　                       
        A28



                              

    ５ 河田泰弘(豊田)



A46                           




優　勝                  

    ６ 井上鉄朗(下北沢)

                              





      準優勝                  

    ７ 野中重光(蒲田)                 A29


                               

                            　 
  A2






３　位                  

    ８ 昼間弘光 (川崎)



  A45   　                    



                              

    ９ 米村信人(神大横浜)                     A38
                                      

                               
  A3

                                      

   10　吉田啓史(鶴見)



                                      

                                      A30

                                      

   11　妹尾将吾(東京城南)



　　　　　　組手　　女性部　　　無差別級　　対戦表        


　 12  榊原アカネ（蒲田）                                                                


                                              

   13  杉光理香 (神大平塚)            A9
                                              

                               
  A4




   14  野原麻美(鶴見)




                                              A31


   15  藤田朋子 (品川)




                               
  A5





   16  本多静香(鶴見)





A40

                                       A10




   優　勝

   17 石渡ちとせ（自由が丘）



               





     準優勝

   18 　朴 南順(蒲田)

A39            

                               
        A11



   ３　位

   19 　細野麻由子(川崎)





  A6






   20  崎原春奈（厚木）












   21  菅原麻衣子（神大平塚）                A32



                               
  A7



    22  荻山美和 (品川)





   　　　　　　　　　　　　            A12

                                     

   23　 細野麻美（川崎)
                                              

                              
  A8

                                              

   24  白石敦子（蒲田）



　　　　組手Ⅱ部　　重量級（７１ｋｇ以上）　　対戦表


   25 　奥田和広(神大横浜)                                                               
                               
  A13
                                                     

   26 　小杉達也(自由が丘）


                                            

                                         A33
                                             

   27  鹿島淳一(横浜白楽)

                                      

                               
  A14



                                      

   28  丸山　穣(神大平塚)



A42      




   優　勝                   

   29  田中敬之(蒲田)

                              

                               
  A15


A41        準優勝                   

   30  村野貴利(神大平塚)





                              

                                         A34


           ３　位                   

   31  座間大介(自由が丘)



                                   

                               
  A16

                                      

   32　橋本上総 (明治大学)



　　　　組手Ⅱ部・中量級（６３ｋｇ～７１ｋｇ未満）対戦表  


   33  遠藤功二(品川)                                                                    


                                              

   34  飯野達利(川崎)                 A23
                                               

                               
  A17


                                      

   35  繁田雄介(神大平塚)

         A35
                                       



                              

   36  北村吉喜(厚木)


                              

      　                       
  A18



                              

   37  剣持　哲（神大横浜)





                           

                                      A24



A44                           

   38  吉田国弘（厚木)




 優　勝                 



 

   39  田中寛晃(横浜白楽)

                              

                               
  A19


       準優勝                 

   40  平林匠郎（蒲田）




       

                                      A25


A43
                          

   41  大平士元(神大平塚)


       ３　位

                            　 
  A20




  

   42  徳石浩志 (川崎)



                            



                              

   43  杉山　慶(蒲田)                         A36
                              

                               
 A21

                              

   44　鈴木謙太郎(専修大)



                                      

                                      A26

                                      

   45　古谷知也(神大横浜)
                                      

                               
  A22

                                      

   46  植田博和（品川）



　組手Ⅱ部　　軽量級（６３ｋｇ未満）　対戦表１    Ａブロック


                                                  ＊３２名を超えたため、大会規定に従い 
　47　上田和広(神大横浜)                         　３位は２名とする。                  
                             
  B1


  48  佐々木　徹(蒲田)




                                         B22


  49　堀内伸浩(厚木)



                             
 B2




  50  斉藤隆倫(駒沢大)




                                                 B30


  51  植田兼司(品川)



                             
  B3




  52  新堀直人(神大横浜)






                                         B23




  53  高村良史(鶴見)



                             
  B4




  54　稲熊　肇(名古屋)






                                     B17




  55 　長田康助 (神大平塚)





       ＊第12回全日本学生大会Ⅱ部マイクロ級優勝          B34





　56 　土田明信(鶴見)


                             
  B5



  57  谷村隆之(横浜白楽)





                                         B24



  58  渡辺尚樹(自由が丘)




                             
  B6





  59  木下雅也(品川)





                                                 B31



  60 　森中昌和(神大横浜)


                             
  B7



  61  神崎修郎(明治大)





     　　　　　　　      　　　　　　　　B25



  62  宮澤聖史(鶴見)


                             
  B8



  63  山田洋史 (神大横浜)





                                     B18

                                             

  64  重野直史(蒲田)

                                                

 　　　　　　　　　　　第１２回　神奈川県テコンド－選手権大会実行委員                 


  　　　　                                                                            


  　大会会長・河  明生    　　　                                                      


  　実行委員長・武田敬之　 審判部長・盛島一盛　　 広報部長・佐藤肇                    


  　審判・仮屋山敏志、久保徹雄、小川浩平、山崎修、吉川真、菊地建、山村光伸、小川晴義  


    医務・岩下徹、　賞状・司会・朴　月美 　                                 


    Aコ－ト　／ 　試合進行係・坂口好生、大沢隆之   　記録・タイム  渡辺真希           


    Bコ－ト　／ 　試合進行係・佐藤裕樹、西谷信一郎   記録・タイム  崔  秀安           





　組手Ⅱ部　　軽量級（６３ｋｇ未満）　対戦表２    Ｂブロック


　65 　生川僚一(名古屋)                          
                             
  B9


  66 　入江　勲(川崎)




                 　　　　　　　　　      B26


  67  上田竜作(神大横浜)



                             
  B10




  68  山本国世(厚木)




                                                B32


  69  榎本圭祐(自由が丘)



                            
  B11




  70  津田　道(横浜白楽)











  71  広瀬真一(神大横浜)                 B27



                             
  B12




  72  白石哲志(蒲田)






                                    B19




　73  本郷洋介(川崎)




     ＊第11回神奈川県大会Ⅱ部ライト級３位



                                                          B35


  74 　池田　弘(神大横浜)


                             
  B13



  75  藤原徳晃(豊田)









  76  澤本哲也(川崎)                    B28



                             
  B14





  77  日向泰史(神大平塚)







                                     B20





  78  廣松　薫（神大横浜）





      ＊第３回関東大会Ⅱ部ライト級３位



                                                B33


  79  小林広明(自由が丘)


                             
  B15



  80  犬山隆一朗(横浜白楽)





                                         B29



  81  豊田　良(川崎)


                             
  B16

                                            

  82  依田　悠(神大横浜)



                    

                                    B21

     

  83  松本陽紀(厚木)



  決勝戦
  　　　　　 Aブロック勝者

   B36

  優勝

  　　　　　 Bブロック勝者



                                                       準優勝
                                                       ３位 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                                   　  ３位
　　　　　　　日本テコンド－協会（ＪＴA）
　全日本大会などフルコンタクト・テコンド－　　　組手試合１部・有段者の試合規則
１、総則
１）上段・中段への蹴りと中段への突きに限定したフルコンタクト・テコンド－・ル－ルとする。
　　「一本勝ち」、「技有り２本による一本勝ち」、「優勢判定勝ち」、「その他」により決定される。
２）試合時間は、本戦３分、延長戦２分、再延長戦２分とし、それでも決着がつかない場合は、体重　　判定とする。その場合、少しでも軽い選手を勝者とする。
　　ただし、決勝戦は主審の判断により、再々延長戦２分を行う。それでも決着がつかない場合は、　　体重判定とする。その場合、少しでも軽い選手を勝者とする。
３）反則
①頭突き、突き、貫手、掌底、肘、膝などによる顔面強打。ただし、顎と額に限定した蹴り技を生かすための突きや牽制のための突きは禁止しない。その場合であってもＫ０狙いの強打は禁止する。
    ②後頭部に対する攻撃
    ③背中に対する攻撃
    ④下段蹴り、足払い、急所蹴り、間接蹴りなどの下段（帯より下）への攻撃
    ⑤投げ、つかみ、間接技など非打撃系格闘技の技
４）反則勝ちの選手がその後遺症により試合続行不能の場合、次の対戦相手の不戦勝となる。
２、審判
１）主審１名、副審２名とする。
２）主審は、「一本勝ち」と「技有り」の宣言、注意・反則・失格を宣言できる。
  　ただし、主審の「一本勝ち」、「技有り」に関しては副審２名の同意がなければならない。
　　副審が「技有り」に同意する場合は、旗を真横に上げ、「一本勝ち」に同意する場合は、旗を斜　　め上に上げる。副審が同意できない場合や見えにくかった場合、旗を上段に交差させる。
３）「一本勝ち」、「技有り」がなければ判定となる。その場合、３名の審判は同等の権限を有する。
    主審と副審は一斉に旗を上げ勝者を決定し、または旗を下段に交差して引き分けを決定する
４）判定に混乱が生じた場合、最高審判長が審判３名と協議し、迅速な対応をとる場合がある。
３、試合の勝敗
１）「一本勝ち」
　　①定められた箇所（反則箇所を除く）への蹴りと突きにより、相手選手が３秒以上ダウンしたり、
 　　 戦意喪失や実力差が著しいと主審が判断したときは一本勝ちとする。
    ②「技有り」２本により一本勝ちとなる。
２）「技有り勝ち」
    定められた箇所（反則箇所を除く）への蹴りにより、相手選手が３秒未満ダウンしたり、カウ　　　タ－で尻餅をついたり、華麗な跳び蹴りが上段に当たった場合、主審が技有りを宣言し、副審２　　名が同意すれば技有りとなる。
３）「優勢勝ち」と「引き分け」
　　「技有り」とはならないものの上段や中段にヒットさせた蹴り技や、正確な突き、気合いによる　　積極的な攻撃姿勢や消極的な試合態度などを判断し、勝者を決定し、または引き分けを決定する。
４）「その他」
   ①主審は、注意４、反則２（注意２で反則１）または審判や相手選手を侮辱する選手の言動など　　　武道からしからぬ試合態度により、失格を宣言できる。
   ②主審は、実力差が著しいと認められる場合、ＴＫ０を宣言できる。
   ③棄権、ドクタ－ストップ、セコンドがタオルを投げた場合、放棄試合とする。
　　本規則は２００１年６月９日から施行する。
                                  　　　　　　　　　　　　　　日本テコンド－協会　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宗師範    河  明生

　　　　日本テコンド－協会（ＪＴA）試合規則
　　ライトコンタクト・テコンド－組手試合
　２部・有段者と３部・有級者（１級～７級）
　
１、総則
１）上段・中段への蹴りに限定したライトコンタクト・テコンド－・ル－ルとする。
　　「技有り（２本によるＴＫ０）勝ち」、「有効（４本によるＴＫ０）勝ち」、「優勢判定勝ち」、　　「その他」により決定される。
２）試合時間は、本戦２分、延長戦２分とし、それでも決着がつかない場合は、体重判定とする。
　　その場合、少しでも軽い選手を勝者とする。
　　ただし、決勝戦は主審の判断により、再延長戦２分を行う。それでも決着がつかない場合は、　　　体重判定とする。その場合、少しでも軽い選手を勝者とする。
３）反則
①頭突き、突き、貫手、掌底、肘、膝、蹴りなどによる顔面強打。ただし、顎と額に限定した蹴り技を生かすための突きや牽制のための突きは禁止しない。その場合であっても強打は禁止する。
    ②後頭部に対する攻撃
    ③背中に対する攻撃
    ④下段蹴り、足払い、急所蹴り、間接蹴りなどの下段（帯より下）への攻撃
    ⑤投げ、つかみ、間接技など非打撃系格闘技の技
４）反則勝ちの選手がその後遺症により試合続行不能の場合、次の対戦相手の不戦勝となる。
２、審判
１）主審１名、副審２名とする。
２）主審は、「有効」の宣言、注意、反則、失格を独自の判断で宣言できる。
３）主審は、「技有り」を宣言できる。ただし、その際、副審２名の同意がなければならない。
　　副審が「技有り」に同意する場合は、旗を真横に上げ、「有効」に同意する場合は、旗を正面に　　上げる。副審が同意できない場合や見えにくかった場合、旗を上段に交差させる。
４）「技有り」「有効」が一つもなければ判定となる。その場合、３名の審判は同等の権限を有する。
    主審と副審は一斉に旗を上げ勝者を決定し、または旗を下段に交差して引き分けを決定する
５）判定に混乱が生じた場合、最高審判長が審判３名と協議し、迅速な対応をとる場合がある。
３、試合の勝敗
１）「技有り勝ち」
　　①定められた箇所（反則箇所を除く）への正確で華麗な跳び蹴り。
 　 ②「技有り２本」によりＴＫ０勝ちとなる。
２）「有効勝ち」
    ①定められた上段の箇所（反則箇所を除く）への正確な蹴り。
　　②定められた中段の箇所（反則箇所を除く）への正確な蹴りを「有効」とする場合がある。
　　　たとえば、正確な回転後ろ横蹴り、相手の攻撃を受け流した後のカウンタ－の「合わせ技」、　　　突進してきた相手に横蹴りや前蹴りなどが決まり、その相手が尻餅をつく等は「有効」とする。　　　しかし、中段の回し蹴り、前蹴り、横蹴り等が、当たったり、ふれただけでは、「有効」　　　　　とはならない。
 　 ③「有効４本」によりＴＫ０勝ちとなる。
３）「優勢勝ち」と「引き分け」
　　「有効」とはならないものの中段にヒットさせた蹴り技や、正確な突き、気合いによる積極的な　　　攻撃姿勢や消極的な試合態度などを判断し、勝者を決定し、または引き分けを決定する。
４）「その他」
   ①主審は、注意４、反則２（注意２で反則１）または審判や相手選手を侮辱する選手の言動など　　　武道からしからぬ試合態度などに対し、独自の判断で失格を宣言できる。
   ②主審は、実力差が著しいと認められる場合、副審と協議の上、ＴＫ０を宣言できる。
   ③棄権、ドクタ－ストップ、セコンドがタオルを投げた場合、放棄試合とする。
本規則は２００１年６月９日から施行する。  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        日本テコンド－協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宗師範    河  明生
